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スプリングハウス保育園 

 

 寒さが厳しい2月。寒いと家の中にこもりがちになりますね。空気の冷たさを肌で感じたり、白い息を吐いたり、子ど

もたちは小さい体でまるごと季節を感じながら過ごしています。また、冷たい空気に触れることで自律神経が鍛えられ、

病気に負けない体を作ります。天気の良い日は、外で遊びましょう。 

 

 

   

 

 ノロウイルスやロタウイルスによる胃腸炎が流行する季節となりました。吐いたものの中にウィルスが含まれてい

る可能性があります。しっかり処理をして感染を防ぎましょう。 

 

嘔吐した時のケア・処理の仕方を知っていますか？  
吐いた！ 

②静かにさせて様子をみる。 

安静にさせて様子を見ます。

寝かせる場合は、横向きにし

て、吐いたものがのどにつま

らないようにしましょう。 

① 吐いたものを口から取り除く 

吐いたものが口の中に残っていると、

吐き気を催すことがあります。うがい

や濡らしたタオルで拭いて        

口の中をきれいにしま        

しょう。 

③1時間以上してから      

スプーンで水分を取らせる。 

吐いた直後に水分を取らせると、また

吐いてしまうことがあります。水分を

飲ませるときは、顔色がよくなり、吐

き気が治まってから、スプーンでお湯

かお茶を少しずつ取らせましょう。 

 

しっかり消毒して、ごみは密封して捨てましょう 

① 処理に必要なものを準備する。 

まず換気をします。消毒液、布巾（ペー

パータオル、雑巾など捨てられるもの）、

ポリ袋を準備し、使い捨ての手袋、マス

クをつけます。 

②外から中に向かってふき取る。 

吐いたものを布巾で外から中に向かっ

てふき取ります。ごみはポリ袋に二重

に密閉して捨てます。 

★汚れた衣類の消毒方法 

汚れを取り除いてから・・・     

消毒液に浸す（30分～）      

85℃以上の熱湯に浸す（1分以上）        
家庭用塩素系漂白剤 

6％の原液のの場合         

ペットボトルのキャップ4杯 

③よく手を洗う 

使い捨ての手袋・マスクをはず

し、ポリ袋に密閉して捨て、手

をよく洗いましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月中旬から下旬にかけてインフルエンザA

型にかかられるお子さんが多くおられました。近

隣ではインフルエンザにかかられるお子さんは減

ってきているようですが、まだ油断はできませ

ん。また、胃腸炎や新型コロナウィルスにかから

れる方も多いようです。感染予防、健康管理に気

を付けていきましょう。 

 

２月の保健行事 

２１日（金） 身体計測 

健康状況 

 

        

 

 

熱があっても元気なら、慌ててつかう必要はありま

せん。高熱でつらく、眠れない、水分が取れないと

きに使いましょう。５～６時間以上の間隔をあけ、

１日に２回くらいを目安にしましょう。 

生後６か月未満での使用は、          

医師にご相談ください。 

 

解熱剤に病気を治す効果はありません。一時的に熱

を少し下げるだけで、効果が切れるとまた熱が上がり

ます。引き続き様子を見て、静かに過ごしましょう。

解熱剤で熱を下げて無理をすると、かえって病気を長

引かせる恐れがあります。 

解熱の判断は、２４時間以上          

熱が出ないときです。 

どんな時につかう？？ 

 

熱が下がったら大丈夫？？ 

 

     があるときのホームケア・・・解熱剤は正しく使いましょう 熱

 

 

 手袋シアターで、歯磨きをしないとムシバイ菌がやってきて虫歯になってしまうことを伝え、歯ブラシをもって

磨いてみました。今回は『自分でみがいてみる』ことを目標にし、歯ブラシはかまないよ・歯ブラシを動かしてシ

ャカシャカ音をたてて磨こうね と伝えています。前歯だけでなく、横の歯、奥の歯まで上手に持ち替えてみがい

ているお子さん、シャカシャカという音を聞かせてくれるお子さんもおられましたよ。『自分でみがいたあとは仕

上げ磨きをしてもらおうね』とも伝えています。おうちでもお子さんの歯磨きを見ていただき、仕上げ磨きをお願

いいたします。 

 

元気っこ教室 『歯磨きをしよう！』 


